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　県内企業では、人手不足を訴える声が一段と強く
なっています。昨年11月の「ぶぎんレポート」には、
筆者による調査レポート「埼玉県の労働市場の現在地」
が掲載されていますが、そこでも、「雇用人員BSI」（「過
剰」と「不足」の社数構成比の差）は不足超が▲40
近傍と過去最悪の水準であることや、主として正社員
に関して不足感が強いことを指摘しました。またその
背景として、生産年齢人口の減少や正社員の転職市場
の拡大を挙げました。
　もっとも、県内企業の大多数が人手不足なのかとい
えば、必ずしもそうではない点には注意が必要です。
例えば、前の「雇用人員BSI」の選択肢は「過剰」、「適
正」、「不足」であり、実際のところ、およそ半数の先
はBSI の計算から除外される「適正」と回答してい
ます。また、転職市場の拡大によって正社員の退職が
頻発しているのは事実ですが、一方で、彼らを採用し
人員を充足している企業があるはずなのです。
　このため、「人手が不足していない」企業の声を確
かめることは重要であり、人手不足に苦しむ経営者に
問題解決の糸口を提供してくれる可能性もあります。
この点、帝国データバンクが2023年 5月に興味深
い調査結果「企業における人材確保・
人手不足の要因に関するアンケート」
を公表しました。人手不足を訴える
企業の声と並んで、そうでない企業
による回答、「人手が不足していない」
要因を集計したのです。
　その結果をみてみますと、トッ
プは「賃金や賞与の引き上げ」で
52.0％と圧倒的ですが、2位の「働き
やすい職場環境づくり」、3位の「定
年延長やシニアの再雇用」も30％超
となりました。続く「福利厚生の充
実」、「公平で公正な人事評価」なども、
20％台の割合を占めています。

　また、今回筆者は、当アンケートの選択肢である「要
因」を、① 即効性が高いと思われる「賃上げ・増員」、
② 従業員に対する配慮の表れでもある「環境改善」、
③ 人員数の減少に合わせて業務を見直す「合理化」、
の3つに分類してみました。改めて図表をみますと、
もちろん「賃上げ・増員」要因の効果は大きいのです
が、「環境改善」要因――人材確保という観点からは、
間接的で即効性に欠けるイメージがあります――もま
た、決して軽視してはならない中核的な要因であるこ
とがわかりました。
　そういえば、経済界では、従業員ひとりひとりの持
続的な幸福を実現する「ウェルビーイング経営」や従
業員の心身の健康を重視する「健康経営」などの考え
方が急速に広がっています。また、当ぶぎん地域経済
研究所でも、このところ人事制度の再構築に関するコ
ンサルティングの依頼が途切れることはありません。
経営者の皆さまにとって、深刻な人材不足への対応が
待ったなしである点は言うまでもありませんが、上記
の「環境改善」要因につながるこれまでの自社の取り
組みはどうだったのか、これを機に一度振り返ってみ
る価値はあるのではないでしょうか。
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■ 株式会社イノウエ
　代表取締役社長　井上 裕羽也
   〒 369-1305 秩父郡長瀞町長瀞 447
　https://koedo-mameya.com
　（武蔵野銀行秩父支店取引先）

（資料）帝国データバンク「企業における人材確保・人手不足の要因に関するアンケート」（2023 年 5 月）
　　　  要因の分類は当研究所による
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　秩父郡長瀞町周辺は荒川が削った急峻な河岸段丘にあり、米作には適さな

いが、代わりに豆が育った。古来より甲州と武州を行き交う人々に提供する

中で、豆の加工方法も洗練されていった。「小江戸 まめ屋」のブランドを展

開する株式会社イノウエのお多福豆「きなこまめ」は、秩父の風土と磨かれ

た技法の結晶である。

　そら豆は、約一週間かける三度の蜜漬けによって濃厚に仕上

げる。一般的な豆の蜜漬けは、煮崩れを防ぐため一回きりだが、

熟練の職人はその三倍漬けて味を落ち着かせる。もう一つの主

役、きなこには「秩父借金なし大豆」を使う。この豆は、秩父

の村落を貧困から救うために大正年間に生まれた品種で、旨味・

甘味が抜群に高いという特長があったが、収穫の手

間を理由に作り手が消え、長く幻の豆となっていた。

イノウエは、契約農家とともに復興栽培に取り組み、

2010 年に製品化に成功した。確かに、砂糖を混ぜて

いないのが信じられないほど甘い。

　井上裕羽也社長は、75 年前にみやげ店から始まった

当社の三代目。東日本大震災後の風評被害が埼玉県の

産品にまで及んだ 2012 年、大手広告代理店の職をなげうって長瀞の実家に

戻ってきた。以来、「加工方法によって多彩に変化する豆の魅力を広く伝え

たい」との想いを込め、「一粒一会」（いちりゅういちえ）を唱えている。川

越市仲町の本店に加え、2022 年にはふかや花園プレミアム・アウトレット

に出店した。さらに 2024 年夏、タイの首都バンコク

にも拠点を築いた。秩父の伝統を纏った一粒が、新た

な一会を求めて海を越えていく。
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図表：人手が不足していない要因（複数回答、中小企業）
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